
平成 28年度 組織球症委員会活動報告 

 

現在の委員 

浅野 健（日本医科大学千葉北総病院：H31年12月末まで）、 

森本 哲（自治医科大学：H31年12月末まで） 

子川 和宏（茨城大学保健管理センター：H29年12月末まで） 

 欠員3名 

オブザーバー 

 石井榮一、石田也寸志、大賀正一、金兼弘和、鬼頭敏之、工藤寿子、塩田曜子、鈴木信寛、中沢洋三、前田美

穂 

 

H28年度第2回組織球症委員会 

日時：2016年12月15日（木）18:00～19:00 

場所：品川プリンスホテル メインタワー３F すずらん 

出席委員：浅野 健、子川和宏、森本 哲 

 

進行中のプロジェクト 

1) 「稀少組織球症（Rosai-Dorfman病、Erdheim-Chester病、Langerhans細胞肉腫）の調査」担当：浅野 健 

研究計画書・調査票作成中。 

2) 「2歳未満で診断された皮膚病変を初発とするLCHの疫学調査」担当：森本 哲  

調査票を用いた疫学研究に加え、生検組織を用いた病態研究を別建てで行う。研究計画書・調査票作成中 

3) 「小児ランゲルハンス細胞組織球症に対する造血細胞移植の後方視的調査研究」担当：工藤寿子 

日本小児血液・がん学会の研究倫理審査委員会、日本造血細胞移植学会一元管理委員会・倫理委員会、日本LCH

研究会理事会、IRBの承認を得、調査を実施。 

1997年から2014年に同種造血細胞移植を受けた症例の解析結果を、33rd Histiocyte Society Annual Meeting

（2017/10, Singapore）に演題提出中。 

4) 「若年性黄色肉芽腫症の調査」担当：前田美穂 

 29th Histiocyte Society Annual Meeting（2013/10、Washington）で学会発表済。論文執筆中。 

5) 検討中課題：①LCHの中枢神経病変、②二次性LCH 

 

学会シンポジウム 

第59回日本小児血液・がん学会学術集会(会長：石井榮一、2017/11愛媛)で、シンポジウム「Histiocytosis in 

children」を催す。 

 

文責：森本 哲 


